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『
こ
ん
に
ち
は
鈴
木
工
業
で
す
』

　従業員全員でなにか１つの事を成し遂げようというコンセプト
のもと、陶芸によりそれを表現しようというプロジェクトが行わ
れますので、後日あらためてご報告します。

No.7

町内会贈呈

か
わ
ら
版

　
　

編
集
部
一
同

　前号に引き続きまして、創立五十五周年
記念事業の取り組みについてご紹介します。

No.8

陶芸教室

No.9

仙台 「四方よし」 宣言

　日本で古くから唱えられてきた「売り手よし」「買い手よし」「世
間よし」の三方よしに「働き手よし」を加えた四方よし企業とし
て宣言を行いました。鈴木工業はお客様、協力業者、地域、従業
員すべてがより良くなるよう、様々な取り組みを積極的に行いな
がら、精進してまいります。
　この制度の詳細は「仙台四方よし宣言企業」　　　で検索

エコミュージアム２１
の近隣町内会でありま
す多賀城市桜木南町内
会に草刈り機２台を贈
呈しました。

　

「
環
境
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
は
名
ば
か
り

に
、
丸
２
年
を
か
け
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
競
技
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
続
け
た
こ

の
コ
ー
ナ
ー
。
本
当
は
ま
だ
ま
だ
、
特
に

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
っ
ぱ
い
語

り
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
大
会
が
終

わ
っ
て
２
カ
月
も
経
っ
て
し
ま
っ
た
今
、

さ
す
が
に
環
境
に
関
す
る
話
題
を
書
か
な

く
て
は
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
環
境
配

慮
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

・
水
素

　

燃
焼
し
て
も
温
室
効
果

ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
発
生

し
な
い
水
素
。
今
大
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
も
印
象
深
い
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
シ
ン
ボ
ル
聖
火
。
史
上
初
、
聖
火
台
で

水
素
燃
料
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
で
運
用
さ
れ
た
燃

料
電
池
自
動
車
や
燃
料
電
池
バ
ス

に
も
供
給
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
素
は
、
福
島
県
浪
江
町
に

あ
る
「
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
製
造
さ
れ
た
「
福

島
産
水
素
」
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
「
復

興
五
輪
」
と
い
う
理
念
が
垣
間
見
え
ま
す
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
素
材

　

今
大
会
で
使
用
さ
れ
た
メ
ダ
ル
、
表
彰
台
、
ウ

エ
ア
は
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
メ
ダ
ル
は
１
６
２
１
の
自
治
体
で
回
収
し

た
小
型
家
電
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
回
収
し
た
６
２

１
万
台
の
携
帯
電
話
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
「
都

市
鉱
山
メ
ダ
ル
」
。
表
彰
台
は
、
イ
オ
ン
や
学
校

で
回
収
し
た
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
素
材
を
使
用
。

　

公
式
ウ
エ
ア
は
ア
シ
ッ
ク
ス
が
、

全
国
で
回
収
し
た
約
４
ｔ
の
古
着
か
ら
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
を
含
む
ウ
エ
ア
を
選
別
し
、
化
学
的
に
分
解
、

脱
色
、
再
重
合
さ
せ
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

樹
脂
を
作
り
、
生
地
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
選
手
村
の
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ

で
使
用
さ
れ
た
木
材
は
全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら

借
り
受
け
た
も
の
で
、
大
会
終
了
後
解
体
し
て
返

却
、
地
元
の
公
共
施
設
な
ど
と
し
て
使
用
し
、
レ

ガ
シ
ー
（
財
産
）
と
し
て
活
用
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
人
や
企
業
が
関
わ
り
、
持

て
る
技
術
を
出
し
合
っ
て
、
持
続
可
能
性
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
そ
う
と
努
力
し
た
結
晶
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

環
境
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

～
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
編
～

・
食
品
ロ
ス
問
題

　

い
い
印
象
ば
か
り
が
残
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
す
が

問
題
が
あ
っ
た
の
も
ま
た
事
実
。
ス
タ
ッ
フ

用
に
用
意
さ
れ
た
お
弁
当
や
選
手
村
の
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
に
並
べ
ら
れ
た
食
材
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ

た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
「
食
品
ロ
ス
」

削
減
の
レ
ガ
シ
ー
は
前
々
回
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪

か
ら
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
前
回
の
リ
オ
五
輪
の

時
は
残
っ
た
食
材
を
貧
困
救
済
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
に
振
る
舞
う
な
ど
の
対
策

を
取
り
ま
し
た
。
今
回
も
対
策
は
取
っ
て
い
た

は
ず
な
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
対
策
も
あ
り
、
一
度

出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
や
人
の
手
に
触
れ

た
も
の
を
誰
か
に
。
と
い
う
の
は
難
し
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

こ
と
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
っ
か
り

原
因
を
追
及
し
て
、
今
後
行
わ
れ
る
国

際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
活
か
し

て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
応
援
で
き
る
大
会

に
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
ん
な
大
変
な
中
で

開
催
し
て
く
れ
た
関
係
者
の
方
々
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
運
営
お
疲
れ
様

で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
っ
！

 
 

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を

見
せ
始
め
、
な
ん
と
な
く
気
持
ち
が

軽
く
な
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
も

う　

月
。
今
年
も
終
わ
り
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
い
つ
も
こ
の
季
節
を
向

か
え
る
と
何
か
し
な
き
ゃ
と
焦
り
ま

す･
･
･

。
ま
だ
ま
だ
気
の
抜
け
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
予
防

を
万
全
に
し
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
に
行
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。

　

鈴
木
工
業
の
恒
例
行
事
、
「
み
ん

な
の
森
」
は
今
年
も
行
わ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
森
の
空

気
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
吸
え
る
日
が
早

く
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

10

ど
う
も
僕
で
す
。

久
々
に
か
わ
ら
版
の
順
番
が
回
っ
て
き
て
興
奮
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
鈴
木
工
業
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
宮
城
県
外
出
身
の
僕 

 
 
 
 
 
 

が
、
最
近
思
っ
た
宮
城
県
の
好
き
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て

 
 
 
 
 

語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ず
ば
り
「
地
名
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
」
で
す
。

全
国
を
転
々
と
し
て
思
う
の
は
、
そ
の
土
地
ご
と
の
歴
史
や
地

形
を
反
映
し
た
地
名
が
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
の
っ
て
素
敵
だ

な
ぁ
と
い
う
こ
と
。
静
岡
県
の
浜
松
市
で
は
徳
川
家
康
公
の
逸

話
か
ら
付
け
ら
れ
た
「
小
豆
餅
」
「
銭
取
」
と
い
う
地
名
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
方
ヶ
原
の
戦
い
の
中
で
家
康
公
が
浜
松

城
ま
で
逃
げ
帰
る
際
に
、
道
す
が
ら
の
茶
屋
で
小
豆
餅
を
食
べ

た
と
す
る
伝
説
に
由
来
す
る
そ
う
で
、
敵
軍
が
追
っ
て
き
た
た

め
代
金
を
支
払
わ
ず
に
馬
に
乗
っ
て
逃
げ
た
と
こ
ろ
を
、
茶
屋

の
老
婆
が
走
っ
て
追
い
か
け
て
代
金
を
回
収
し
た
土
地
が
銭
取

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
住
ん
で
い
た
頃
に
は

バ
ス
停
の
名
前
と
し
て
も
残
っ
て
お
り
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が

ら
「
ば
ば
ぁ
ど
ん
だ
け
元
気
な
ん
だ
よ
。
茶
屋
は
い
い
か
ら
戦

に
加
勢
し
ろ
よ
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

 

そ
ん
な
僕
が
衝
撃
を
受
け
た
の
が
宮
城
県
の
地
名
、
と
に
か

く
読
め
な
い
地
名
が
多
い
！
「
愛
子
」「
霊
屋
下
」「
閖
上
」「
小

牛
田
」
「
秋
保
」
と
初
見
で
は
ま
ず
読
め
な
い
地
名
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
当
初
困
惑
し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今
も

ち
ょ
く
ち
ょ
く
読
め
な
い
地
名
が
あ
り
ま
す
が
・
・
・

最
近
で
は
大
崎
市
の
「
古
川
北
宮
沢
朴
木
欠
丙
」
と
い
う
地
名

を
見
て
、
「
呪
文
か
な
？
陰
陽
師
と
か
住
ん
で
る
の
か
な
？
」

と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
も
読
み
方
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

 
 

そ
ん
な
中
で
も
特
に
好
き
な
の
が
歴
史
的
な
背
景
に
由
来
す

る
仙
台
市
内
の
地
名
。
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
「
鍛

冶
町
」
や
「
鉄
砲
町
」
「
保
春
院
前
丁
」
な
ど
そ
こ
に
住
ん
で

い
た
で
あ
ろ
う
人
や
生
業
、
由
来
が
丸
出
し
の
ユ
ニ
ー
ク
な
地

名
が
多
く
た
だ
ド
ラ
イ
ブ
や
散
歩
を
す
る
だ
け
で
も
歴
史
探
訪

し
て
い
る
気
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
記
事
を
書
く
に
あ

た
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色
々
調
べ
て
い
た
ら
、
仙
台
市
内

の
町
名
の
由
来
を
解
説
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
て
、
こ
れ

ま
た
興
奮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
名
は
や
は
り
伊
達
政
宗

公
統
治
下
で
の
町
割
の
影
響
が
強
い
様
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
片
手
に
地
名
が
名
付
け
ら
れ
た
当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
の
ご

近
所
散
歩
な
ん
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 
 

僕
は
途
中
の
茶
屋
で
お
茶
菓
子
食
べ
て
代
金
払
わ
ず
に
逃
げ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ふ
と

町
中
で
見
か
け
た
地
名
、
気
に
な
っ
た
ら
調
べ
て
み
る
と
素
敵

な
歴
史
探
訪
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
 

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
と
お
出
か
け
す
る
に
も
億
劫
に
な
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
時
の
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
地
名
探
訪
お
す
す

め
で
す
。

営
業
部

Buzz

の
ひ
と
り
ご
と



かわら版へのお問い合わせは、かわら版編集部まで

はしやすめ

ほくほくっ
♪

今回のはしやすめは

ですっ

さつまいも
ホクホクっ♪

さっ！

紅はるか ： 何となく食べ慣れた庶民のザ ・ 芋天！
紅あずま ： んー、 はるかもあずまもどっちもどっち、
あずまの方が若干あっさりしているって感じ、

かわら版 43 号
芋談話のはじまりー

真っ青な秋空に空気も澄みわたり、木々も彩り豊かになる
と本格的な秋の訪れを感じてまいりました。今回も登場社員
それぞれの楽しいトピックいかがでしたでしょうか。
　先月、仙台市内にあるイベントホールで、
講談師 六代目神田伯山 襲名真打披露公演 を
観てきました。　今や演芸活動はもちろんメディアでも大人
気の講談師ですから、単独公演などは即日完売が当たり前。
そんな伯山さん真打の講演会にとても興奮しつつ、コロナ禍
の感染対策は大丈夫かと、若干の心配もありつつ、
いざ会場へ。   マスク､検温､消毒は当然でしたが、座席は間隔
空けず普通に座りちょっとびっくり、約 3000 人満席状態。
他の講談師、落語家の方、襲名披露あり、最後にいよいよ
真打伯山さん、「よ！待ってました！」なんて
掛け声はこのご時世ありませんが、割れんばかりの大拍手。
枕は笑いあり、本編は「赤穂義士銘々伝 神埼の侘び証文」
その雰囲気、空気感に引き込まれると聞いたことがありま
したが、言葉のキレ、抑揚、そして「タタンッ」、一文一句
聞き逃さないように真剣に集中して聞き入った感じです。
約 40分ちょっとありましたでしょうか、その圧巻さは、
「いやーすごいな」の一言では言い表せないほど感銘を受け
ました。
このコロナ禍の打撃、自粛せざるを得なかったさまざまな
芸能や音楽等の芸術文化活動、私自身も忘れかけていた日常
に歓びや感動をもたらしてくれ、生きるための活力や心が
豊かになる大切さを再認識させてくれました。
そして食事会に旅行に･･･、油断せず、生活が、社会全体が
活性化していくように祈るばかりです。
次は 007 ／ノー･タイム･トゥ･ダイを映画館で観たいなぁ

編 集 後 記

    今回のテーマ 「サツマイモ」 を食べ比べに選んだのは、 正直厳しいと予想した、 でもやはり種類が違うとこれだけ味も違うのかと、
やってみてわかる面白さ。 TV でも特定商品を独自調査でランキングする番組を見たことありますが、 かわら版の出来そうな企画で
これからもいろいろチャレンジしてみよう。 芋を食べ続け　「塩付けると美味しいぃ」、 「甘味が増すよ」、 「やっぱり塩だね」、
「ちょ､今戻ってくる､1 回ジャンプすればいける」　って、 こんな気兼ね無い会話がでるのも、 かわら版を長年続けられた秘訣に違いない。

第一弾） 天ぷら～　俗にいう芋天です。
食べ比べにまず天ぷらはどうか、
と賛否ありますが ・ ・ ・
皆さん満場一致で 「安納芋！」、
とにかく柔らかい食感とトロッとした甘さは言う事なし、
天ぷらにしてもその王道ぶりに絶賛

紫芋 ： 見た目はあきらかにムラサキ、 美味しいですが、
芋天ではちょっとその実力発揮できず ・ ・ ・ 、
ってとこでしょうか。

第二弾）　焼き芋 （アルミ巻オーブン焼き）
まずは王様 「安納芋」　焼いたら、 そのねっとりさは更に増々
食感、 まさに天然のスィートポテトこれ間違いなし。
次に 「紅あずま」　焼き芋でもしっかりとした食感とホクホク感で
存在感アピール、 昔ながらの昭和感な焼き芋という感じです。

　　　　「紅はるか」　これはびっくりです、 天ぷらでは若干控えめだったはるかさん、 焼き芋にしたらしっとりねっとりまったり、
 そして 「甘ぁーい！」　　その変貌に、 皆驚きです、 もしかしたら　焼き芋は安納芋にも負けない美味しさかも ・ ・ 、 
 それに何といってもリーズナブルでこの美味しさは､なかなかお薦めです ・ ・ 。
 最後に、 スィーツ定番の 「紫芋」、 味のキャパシティの大きさが焼き芋でその真骨頂 があらわに。 しっかりとしたホクホク
 の食感も残しつつ、 ほどよい粘りとクセのない甘さ、 個人的にイチオシです

なかま

今が旬サツマイモ ： 紅はるか、
 紅あずま、 安納芋、 紫芋
この 4 種を食べ比べ

はるか

あずま

  お菓子のおまけについているカード、集めた事ありますか？
ライダーや野球選手のカードが付いてくるアレです。

  所詮は紙切れ 1枚なので本物そっくりの偽物が出回ってしまう事もあるため､高額な物になると専
門の企業に送りカードの鑑定･登録番号の割り当て･超音波溶接による特殊なケースへの封入が行われ
美術品のような扱われ方です。私も子供のころは公園で友達と剥き出しのカードが傷だらけになるま
で遊んでいたのですが、思い返して見ると高額なカードを持っていなくてよかったなぁと思ってしま
いました。今時はガラスのショーケースに入っていても可笑しくない時代、カードを刷ることはお金
を刷ることかの如く。

　大会の入賞賞品でしか貰えない物やもう作られていない古いカードなどは希少で市場に出回らない
ためオークション等でとんでもない値段が付く事があり､今年の初めにも 1993 年に世に出たとある
カードがなんと 51 万ドル（約 5300 万円）で落札されました。家を買えるような値段ですが、家を
売ってでも欲しい人がいるという事でしょうか。もちろん 1枚だけでは遊ぶことは出来ません。

  今から 30 年ほど前、それまでコレクションして遊ぶだけだったカードがトランプや UNO のように
きちんとしたルールで遊ぶ「トレーディングカードゲーム」へと発展していき､現在では競技として
審判を付けた公認大会や世界大会まで開催される事もあります。　
  そんなカードゲームは昨今空前の価格高騰、バブル到来といっても過言ではありません。実際に遊
ぶ人やコレクション目的の他に投資目的､未開封品の転売目的での買占め行為まで起こっているのです。
　

  最近になって当時遊んでいたポケモンのカードゲームが 25 周年になるとの事で記念に買ってみよ
うかと近所で探してみたところどこにも売っていない、カードゲームコーナーにポケモンのカードだ
け全て売り切れていました。  調べたところ､なんと販売一ヶ月以上前からの予約抽選制｡
品切れ続出で去年出た物が 1年以上手に入れられない事もあるとの話（まぁメ○カリには倍値であり
ましたが）｡知らぬ間にカードゲームは子供どころか大人も買えない代物になっていたのでした｡
手に入らないと余計に欲しくなりました｡
     メーカーさん､再販よろしくお願いします。

業
務
部
Ｍ
木

「嘘みたいなカードゲームの話」


